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１． 緒言 

 私は,最近テレビでいろいろなプロの

試合を観ることが多くなった.そんな中

興味深い迷信を耳にした.「トップアス

リートは 4 月～6 月生まれの人が多い」

と.それは,小学生くらいの時のことが

影響してくる.4 月生まれと 3 月生まれ

では約 1 年の差がある.この時期での 1
年は身体的に大きな能力の差が生じて

くる.本研究では,種目別にプロの生ま

れ月を調査し,そうでない種目はないの

か調査する.そして本学生の部活では生

まれ月に偏りがあるか,アスリートと比

較してどのような結果が出るのか調査

し,今後小学生くらいで能力の差で悩ん

でいる子供たちに対して,どうアドバイ

スや指導をしていくかを目的とする. 
 

２． 研究方法 
 研究方法としては,各種プロチーム

（男子バスケ201人,女子バスケ141人,
男子バレー142 人,女子バレー144 人,男
子サッカー510 人,女子サッカー255 人,
野球 768 人）本学生（男子バスケ 66 人,
女子バスケ 30 人,男子バレー33 人,女子

バレー39 人,男子サッカー62 人,女子サ

ッカー23 人,硬式野球部 129 人）の生ま

れ月を集計する.今回は日本人を対象に

行いたいため,各チームにいる外国人選

手は除く. 
 

３． 結果と考察 

 男子バスケのトップアスリートは全

体の 201 人中,1～3 月 47 人,4〜6 月 45
人,7〜9 月 64 人,10〜12 月 45 人となっ

た.本学のバスケ部では,全体の 66 人

中,1～3 月 12 人,4～6 月 23 人,7～9 月

17 人,10～12 月 14 人となった.男子サ

ッカーのトップアスリートは全体の

510 人中,1～3月 97人,4～6月 163 人,7
～9月145人,10～12月105人となった.
本学の男子サッカー部では全体の 62人

中,1～3 月 12 人,4～6 月 26 人,7～9 月

15 人,10～12 月 9 人であった.この結果

をみると,世界と対等に戦えている種目

は 4～6 月生まれが多いと言える.そし

てもう 1 つの要因として競技人口の差

もかかわっていると考える. 
 

４． まとめ 
 本研究から生まれ月は多少関係して

いるかもしれない.しかしそれ以上にス

ポーツに向き合う姿勢が大事だと考え

る.地道にコツコツと努力を続けること

がトップアスリートへの道だと考える. 
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